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1 はじめに

　 近年、医療施設 にお い て ア メニ テ ィ が求め られ て 久

しい 。患者 中心 の 医療が 実現されるためには 、 施設を

利用する患者 が不安を覚えない ように 、さらには快適

性を享受で きるような施設で なけれ ばならない
。 しかし、

現在の 医療施設 は機能優先で 計画されたため 、空間

デザイン を追求する姿勢 に乏 しい 。色彩計画にお い

ても白系統 の 標準色が 中心 の い わ ゆる
“
病院らしい

”

印象を与 える建物が多く存在する。
D

　本研 究 は 、 医療施設の 印象を決定する要素の ひと

っ で ある内装色 に着 目し、内装色によるア メニ テ ィの

向上を 目指す。そ の ため には、内装色と医療施設の

印象との 関係を定量的に 明らか にする必 要がある。

　そ こで 、本研 究 の 目的を人工 ニ ュ
ー

ラル ネッ トワー

ク
2）

の 非線形写像能力により、医療施設内装色と医療
施設の 印象との 関係をモ デル 化 するこ とで ある。

2 旦塑雌

　医療施設 の 印象を定量化するため 、
SD 法

3）
による

印象評価実験を行う。

2．1 形容詞対の 選定

　医 療施設関係 書物を参考に 医療施設の 印象を評

価すると思われる 16 個 の 形 容詞対を選定した 。 それ

らの 形容詞対を Table．1に 示 す。

2，2 医療施設サ ンプル の 作成

評価 の 対象となる医療施設 の サ ン プ ル 画像を作成

する。本研 究で は 医療施 設 の 中でも、患者 中心 の 場

所 で ある待合室に着 目した。待合室 の 形 状、材質等

内装色以 外 の 条件を統
一

するため 、 1 枚の 待合室画

像を用 い
、 そ の 画像の 壁 面 、床面をカラーシ ミュ レー

シ ョ ン することに より24枚 の サ ン プル 画像を作成 した 。

一

Table．1 選定した形容詞対
1 自然な一

不 自然 な

2 居心 地 の よい 一居 心地 の 悪い

3 整然とした
一

雑、、．とした

4 清潔な一
不潔 な

5 地 味 な一
派手 な

6 明る い 一
暗い

7 開放 的な一
閉鎖的な

8 暖 か い 一冷 たい

9 病院 らしい
一
病 院 らしくない

10 す っ きりとした一ごちゃ ごちゃ した

11 活 動的 な一
沈静的な

12 や わらかい
一

硬 い

13 親しみや す い 一　しみ に くい

14 鮮やか な一くす ん だ

15 安 心 な 一不安な

16 バ ラン ス の とれ た
一

ア ン バ ラン ス な

2．3 シミュ レーション使用色

カ ラ
ー

シミュ レ
ー

シ ョ ン に使用する色は下記の 1 、H
を考慮して選定した。

1 ；塗料用標準色見本帳に記載されてい る 384 色か

　　ら選択

ll：室内各部位の推奨色彩範囲内 4〕
か ら選択

　選定した色彩を Table．2に示す。

Table．2 シ ミュ レーシ ョ ン 使用色 （マ ン セ ル 表示 ）
壁 面 床 面
12 ，5Y8／2 17．5R6〆4
  10GY8 ／2   10YR6 〆4

  2．5PB8／2   5G6／4
  N8 410BG6 ／4

510B6 ／4

  N6

　サ ン プル 数は シ ミュ レ
ー

シ ョ ン使用色 の 組み合わせ

による 24 枚とした 。 （壁 4 色 × 床6色 一24 サ ン プル ）

2．4 実験方法

　ス クリ
ー

ン 上 に サン プ ル 画像を投影する。被験者に

投影画像の 印象を Table ．1 の 各形容詞 対に つ い て

「かなり、やや、どちらで もない 、やや、かなり」の 5 段

階尺 度で評価してもらう実験を行っ た 。

　被験者は 20 代か ら 70 代 の 20 名 、うち男性 9 名 、
女性 11名 で あっ た。

．
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3 モデル 化

　印象評価実験の 結果を基 に人 工 ニ ュ
ー

ラル ネッ ト

ワ
ー

クを学習させ るこ とによっ て 医療施設の 内装色 と

医療施設の 印象との 関係をモ デル 化する 。

3．1 ネッ トワークの構造

　本研 究で 構築した人工 ニ ュ
ー

ラル ネッ トワークを Fig．

1に示す。この ようなネッ トワ
ー

クを形容詞対分の 16個

構築した 。

入 力層

中間層

出力層

　　　　　 Figユ ネットワークの 構造

　壁色と床色を入力とし 、 各形 容詞 対 の 5 段階尺度

上 の 値を出力とす る。 色表示 はマ ン セ ル 表色系を採

用 し 3 次元直交座標系（x ，y ，V）にお い て 、 変数 x ，y ，V

は それぞ れ次式で表す。

5Ry

．．．．呷．．．．．，．，，■「．「■．

彩度 　　i
…
…
…

X

色 相角

10Y

x ＝彩度 XCQS （色相角）

y ＝ 彩度 × sin （色相角）　〔1）

V ＝ 明度

　入 力 デー
タ 、 出力デー

タ共 に 匚O，1］の 範囲 の 実数

値に 規格化した値を用 い る。

3．2学習用データ・未学習用データ

　24 種類の 医療施設サン プ ル 画像を色に偏りがない

ように注 意して、21枚と3 枚に分割した。21 枚は学習

用データとしてネッ トワークに学習させ た 。
3 枚は ネッ ト

ワ
ー

クの 学習終了後、未学習データとしてネッ トワ
ー

ク

に入 力 し、ネッ トワークの 連想能 力 の 検証 に 使用 し

た 。

3．3 ネッ トワ
ー

クの学習

　学習ア ル ゴ リズ ム には バ ッ クプ ロ パ ゲーシ ョン 法を

用 い た。各サ ン プル の壁 色と床色 に 対応した （x ，y ，V ）

値を入力し 、 ネッ トワークの 出力値と印象評価実験 に

より得られた評 価デー
タの 平均値とを比 較する 。 この

ときの 誤 差が最小 に なる ようにネッ トワ
ー

クを修正 して

学習を進 め た。これ を全 学習用 デー
タに つ い て 行っ

た。

［ 二 ：＝ ＝ ：一 ］ 23

　学習の 終了条件は平均二 乗誤差 0．000625［（0．025）z］

以 内とした。この 値は 5段階尺度 上 の OJ に相当す

る、

4 ネッ トワ
ー　の　

一
と

　学習が終了 した各ネッ トワークに下 記 の 未学習デ

ー
タを入力しネッ トワ

ー
クの 連想能力を検証した 。

  壁 10GY 　8／2 一床 10B　6／4

  壁 N8 　 一床 7．5R・6／4

  壁 2．5PB 　8／2 一床 5G　6／4

印象評価実験で 得られた評価デー
タの 平均値とネッ

トワークの 出力値との 誤差 を求めた。Fig．2 に誤差の

絶対値を示す 。
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　　　　　Fig．2 未学習用データの誤 差

　 未学習 3デー
タ 16形容詞対の 合計 48 デー

タに つ

い ては 90％以上 にお い て誤差が 0．125以 下であっ た。

この 数値 O．125 は 5段階尺度上 の 誤差 0．5 に相当し、

この ネッ トワ ーク の 連想能 力は高い と評価される、未

学習 3 デー
タの 中で 比較的誤差の 大きか っ たデー

タ

は、  壁 N8 一床 7，5R6 ／4で あっ た 。
こ の 原 因に つ い

ては現在検討中である。

5 まとめ

　 本研 究では 医療施 設内装色に対す る印象評価 実

験を行 い 、そ の結果を基に 内装色と医療施設 の 印象

との 関係をモ デル 化 、その 検証を行っ た。 未学習 3デ

ータ 16 形容詞対 の 合計 48 デー
タに つ い て は 90％以

上にお い て誤差が 0．125以下で あり、 こ の ネッ トワ
ー

ク

の 連想能力は高い と評価される。

　 今後はより多くの 色を使 用したカラ
ー

シ ミュ レ
ー

シ ョ

ン を行うことで 学習デー
タ数を増やし、多数の 学 習デ

ー
タを用い ることで ネッ トワ

ー
クの より

一
層の 連想能力

向 上を試み る。
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